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「鳥取大学サイエンス・アカデミー」は平成 7年 10月 12日に第 1回を開催して以降継続して開講されてい
る公開講座で，現在では鳥取県立図書館との共催で原則として月 2回開講されている 3。「鳥取大学サイエンス・
アカデミー」のタイトルに即して，主に自然科学系のテーマを扱う講座であり，平成 24年度には延べ 1,314名





大学内外での認知度も低い状況となっていた。施設の外観を図 1に一般公開の様子を図 2に示す。 
「地域に開かれた大学」を標榜する鳥取大学としては，大学設備を有効活用した「天文ドーム一般公開」事
業は有意義であると考えられた。そこで「鳥取大学 大学開放推進事業」に申請したところ採択され，費用面









表 1 平成 24年度「鳥取大学サイエンス・アカデミー」テーマ・受講者数一覧 
通算回数 テーマ 受講者数 





328 地域防災力の向上化に対する自助公助の役割 50 
329 鳥インフルエンザウイルスと野鳥 49 
330 感染症について世界の中の鳥取を考える 36 





333 ため池を利用したマイクロ水力発電の可能性 68 
334 バイオの燃料の現状 33 
335 太陽電池と太陽光発電のはなし 74 
336 自動車における省エネルギー技術～エジソン・ハイブリット・EV～ 49 




大山・日野川・中海学協会セミナー   
   342 遺伝子診断の現状と遺伝病の治療 47 
343 認知症予防時代の最前線 92 
344 再生医療最前線 79 
345 乳房再建の最前線  40 
346 もっと知ってほしい肺がんとロボット手術のこと 84 
347 世界一の膵がん診断能力を誇る鳥取大学の挑戦 148 
348 放射線治療について 97 
349 子育て王国とっとりのお産～現状と未来～ 31 
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表 2 科学・技術への関心度に関する設問と各セグメントの対応 
加納（2012）から作成。 
 































Yes   6 4.関心なし 
5.全く関心なし 
3.関心があるともないとも言えない No   4 
4.関心なし 
No   5 
5.全く関心なし 低 
Q1.科学・技術に関心がありますか？ 
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The analysis of the elderly image think of a medical school students 
- From the students of Tottori University surveys- 
HOSODA Takenobu, MU Haosheng, YOKOYAMA Yae ,TOKUSHIMA Yasuko 
ONISHI Kazunari, OTANI Shinji, KUROZAWA  Youichi 
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の患者調査によると医療機関の入院推定患者数の約 7 割が 65 歳以上であり，同外来推定患者
数の約 45％が 65 歳以上であったと報告されている 4）。ここから解ることは，彼らが卒業して
医療現場にて臨床を行う際に，遭遇する患者は，一部の年少者を若しくは性別など，特定の母
集団を対象とした診療科を除けば高齢者の割合が高いことが推測される。また，今日の医療に
おいては，adherence に基づいた医師（医療者）と患者の関係を推奨している 5）6）。compliance
が合同する，服従するという意味を含むのに対し，adherence は，積極的に参画することを意
味する。すなわち，adherence は，治療の主体である患者もチームの一員となり，治療計画に
積極的に意見を述べ，治療計画の決定に関与し，治療計画に従い主体的に治療を行っていくと
いうことになる。adherence では，患者が主体となることが重要であり，その為には，医師ら
医療者に患者自らの生活の問題も含めた身体・精神の問題とその周辺を取り巻く環境問題につ
いて説明することが必要になる。この時に医療者の姿勢として，生活者としての患者という視
点が重要となる。医療機関を傷病者の治療及び療養を行う場所と考えると，たとえ高齢者であ
ったとしても，人生の大部分の期間は，家庭若しくはそれに類する機関で過ごすことが多いと
